


































































































































































































































日始知古寺東 日して 始めて知る 古寺の東
會友交杯何不樂 友と會し杯を交ふ 何ぞ樂しからずや
香下醉顏紅 香 下 醉顏紅し （※上聲一東韻）
○傾杯 Ｋ．Ｗ（文專修３年）
閑居引友再傾杯 閑居 友を引き 再び杯を傾く
美酒佳肴談笑催 美酒佳肴 談笑催す
不覺更深共醉臥 覺えず 更深 共に醉臥す
曉烟裏一枝 曉烟 裏 一枝の （※上聲十韻）
○春園 Ｔ．Ｒ（科目等履修生）
幽庭風散香 幽庭 風かに 香散る
雨後春池弄淑光 雨後の春池 淑光を弄ぶ







美酒一樽興自來 美酒一樽 興 自ら來たる
天地悠悠無客到 天地悠悠 客の到る無し






病裏年年俗 病裏 年年 俗をつ
餌無充咳嗽 餌 無く 咳嗽充ち
鴉聲拂曉人未眠 鴉聲 拂曉 人未だ眠らず （※下聲一先韻）
○游普陀山 Ｋ．Ｔ（中國文學專修３年）








嫩艷紅相映鮮 嫩 艷紅 相ひ映じて鮮やかなり
忽見陽光輕翅 忽ち見る 陽光 輕翅ふを
願爲夫蝶戲天 願はくは夫の蝶と爲りて天に戲れん（※下聲一先韻）
○春夜獨飮 Ｕ．Ｓ（科目等履修生）
春陽地好風吹 春陽 地にきて 好風吹く
鶯鳥繞搖小枝 鶯鳥 を繞りて 小枝を搖らす
日香杯底滿 日 香 杯底に滿ち






























































































































































































































































































































































































關する基礎ノート（下） 」（『中國詩歌原論 比較詩學の 題にして 』大
修書店、1986年）、參照。
（８） 松浦友久「中國古典詩のリズム リズムの根元性と詩型の變! 」（『中國詩歌
原論 比較詩學の 題にして 』）、『校"詩解釋辭典』「解」、『詩 美の
在りか』「Ⅲ、詩型とその個性」など、參照。
（９）『圖書』2001年１#號、岩波書店、14～19頁。























































の制度”と生命力 」（『リズムの美學 日中詩歌論 』）を參照。
〔圖：詩箋〕
電腦
詩作法試論（高橋）（26）
